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7. システム改良設計 

トラックマネジメントシステムは、外環工事を行う全 JCT で共通利用し、トレーサ

ビリティデータを一元管理することを想定した全体構成となっている。ただし、現行シ

ステムの詳細機能に関しては、先行してシステムを導入した東名 JCT での運用仕様を

踏まえて設計・構築している。 

大泉 JCT においてトラックマネジメントシステムを導入するにあたり、大泉 JCT で

の運用に必要となる機能改良を行うため、システム改良設計を実施した。 

 

第 3 章で示したとおり、大泉 JCT のトラックマネジメントシステムでは、トレーサ

ビリティ管理において GPS トランシーバや ETC 路側機・車載器を導入せず、既存の

トラックスケールで取得されるデータを活用して、トレーサビリティ管理に必要な運

行実績データを整理する方針となった。 

大泉 JCT 工事では、ダンプトラックでの運搬時に出発地でトラックスケールでの計

量を行い、その計量情報が、車両番号や計量時刻、運搬先などの情報とあわせてトラッ

クスケール管理用 PC（以下、「トラスケ管理用 PC」とする）に蓄積される仕組みと

なっている。そこで、トラックマネジメントシステムでは、トラスケ管理用 PC からの

エクスポートデータを所定のフォーマットに整理しなおし、トレーサビリティ管理に

必要な情報を網羅した運行実績データを整備し、それをトラックマネジメントシステ

ムに取り込むことによって、システム上で全 JCT 工事（東名・中央・大泉）における

シールド発生土の運搬実績を一元管理する方法とした。 

 

7.1  取得可能な情報項目の整理 

既存のトラスケ管理用 PC に記録されるデータ項目を把握するため、各 JV からトラ

スケ管理用 PC の出力データサンプルを収集し、トレーサビリティ管理に必要な情報

項目が取得されているかを確認した。トレーサビリティ管理の必須項目のうち、トラス

ケ管理用 PC データに含まれない項目については、手作業での取得または他のデータ

項目を準用することで必要な情報を網羅することとした。 

トレーサビリティ管理に必要となる情報項目と、トラスケ管理用 PC データからの

取得項目を表 7-1 に示す。 
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表 7-1 トレーサビリティ管理データ項目とトラスケ管理用 PCからの取得項目 

トレーサビリティ 

管理データ項目 

トラスケ管理用 PCからの 

取得項目 
備考 

工事名 
― 

（※作業実施者の所属工事

名） 

 

車両番号 車両番号  

出発地 
― 

（※トラスケ管理用 PC の設

置拠点名） 

 

出発時刻 
計量時刻 

（※計量時刻を出発時刻とみ

なす） 
 

目的地 目的地 
トラスケ管理用 PC に登録後に

目的地が変更された場合は、手

作業での修正が必要 

到着時刻 
― 

（※一次運搬の場合は、手作

業により記録） 

搬入先の仮置場区画を自動判別

するため、一次運搬では仮置場

到着時刻の記録が必須 

積載重量 積載重量 必須項目ではない 

計量日時 計量日時 必須項目ではない 

搬入先／搬出元の 
仮置場区画 

― 

（※トラックマネジメントシ

ステム機能により自動付

与） 

運行実績データをトラックマネ

ジメントシステムに登録後に自

動付与される 
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7.2  運行実績データ取込機能の設計 

トラスケ管理用 PC データを活用して作成した車両運行実績データをトラックマネ

ジメントシステムに取り込むための「車両運行実績登録機能」を追加構築するため、シ

ステム詳細設計を行った。 

 

7.2.1 データフォーマット仕様 

7.1 で整理したように、出力形式の異なる各トラスケ管理用 PC のデータをトラ

ックマネジメントシステムに登録するためには、トレーサビリティ管理に必要な項

目を所定のフォーマットで記録された運行実績データファイルとして整理する必要

がある。 

運行実績データは、各工事 JV の作業担当者がエクセルで作成するものとし、ト

ラスケ管理用 PC のエクスポートデータから必要な情報項目をコピー・ペーストし、

不足する項目は手入力することで作成する。 

そこで、運行実績データのフォーマット仕様を定めるとともに、工事 JV の担当

者の運行実績データ作成作業を支援するため「車両運行実績データ入力用フォーマ

ット」のエクセルマクロファイルを作成した。必要なデータを入力して CSV 出力を

実行することで、トラックマネジメントシステムに登録可能な形式で運行実績デー

タが出力される仕様とした。 

図 7-1 に「車両運行実績データ入力用フォーマット」の仕様を示す。 
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図 7-1 「車両運行実績データ入力用フォーマット」の仕様 

（入力例） 
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7.2.2 登録画面仕様 

トラスケ管理用 PC からの出力データをもとに、車両運行実績データ入力用フォ

ーマット（エクセルマクロファイル）を用いて作成した車両運行実績データをトラ

ックマネジメントシステムに登録するための登録画面の設計を行った。 

 

＜機能＞ 

 最新の「車両運行実績データ入力用フォーマット」エクセルマクロファイル

をダウンロードする。 

 車両運行実績データ CSV ファイルを指定し、車両運行実績を一括登録する。 

 

＜画面イメージ＞ 

 メインメニューの「実績管理」に大泉 JCT 向けのサブメニューとして「車両

運行実績登録」リンクを追加し、クリックすると「車両運行実績登録画面」

を表示する。 

 

「車両運行実績登録画面」の仕様を図 7-2 に示す。 
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図 7-2 「車両運行実績登録画面」仕様 
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7.2.3 DB テーブル仕様 

車両運行実績データ登録機能によりトラックマネジメントシステムに取り込んだ

CSV ファイルに記載された運行実績データは、データベースの「車両運搬実績デー

タ」テーブル（t_transportrecord）に新規レコードとして格納する。 

「車両運行実績データ入力用フォーマット」での入力項目、CSV ファイルへの出

力項目および登録先の DB テーブル項目を図 7-3 に示す。 
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図 7-3 車両運行実績データの各項目と登録先の DB テーブル項目 


